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巻 頭 言

支部幹事長 河村 俊行 (北大低温科学研究所)

本年度から支部幹事長を仰せつかりました。私自身幹事としては 10年以上前に会計

幹事をさせていただいた以来です。さらに諸事情により私を含め庶務・会計両幹事とも

同時に交代致しました。そのため、不慣れでご迷惑をお掛けすると存じますが、皆様の

ご協力をよろしくお願い申し上げます。ここまで、総会・研究発表会そして当機関紙の

発行と、なんとかこなしてくることができました。感謝しております。

6月 に開催された「支部研究発表会」では 16件の講演が行われ、約 100名の方が

参加されました。参加者の内訳は大学・研究機関・コンサルタント中心の企業の方が2:

1:1の割合でした。入れ替わり立ち代り多数の方々が熱心に聴講され、盛況のうちに

無事事実上の初仕事を終了することができ、正直言って安心いたしました。そこで発表

された論文は当冊子に掲載されております。

前号でも支部の切迫している財政事情について書かれておりましたが、うかつにも私

自身その状況をよく把握しておりませんでした。このままでは支部の活動に支障がでて

くることが懸念されます。その状況を少しでも打開するために、積極的に活動すること

にいたしました。具体的には本年度より当機関紙に広告を掲載することに致しました。

是非ご覧ください。また当冊子に掲載された論文の別刷りを作成し、希望の著者の方々

に購入していただくことにしました。皆様の研究活動をアピールするために積極的に利

用していただければ、我々の喜びでもあります。さらに当機関紙を他支部会員や会員以

外の方々や企業にも購入していただくよう積極的に努力するつもりです。以上の活動は

まだ充分とはいえませんが、今後実績を重ねてゆく所存です。そのためには皆様のご協

力が是非必要ですので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

皆様すでにお気づきかと存じますが、懸案であった支部のホームベージを立ち上げる

ことができました。これは前会計幹事の豊田威信会員らの尽力によるものです。アクセ

スされた方はご承知と思いますが、その充実振りは支部としても自慢できるものです。

まだご覧になっておられない方は是非 httpツア、vwwseppyo org/～ hokkaldo/に アクセス

してください。しかし、ホームベージの真価は内容の新しさにあると思いますので、常

に更新する必要があります。これは我々に課せられた課題のひとつです。そのため新し

い情報がございましたら、是非提供をお願い致します。そしてこのホームページが情報

交換の場に有効に使われることを期待しております。
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